
明日香村空き家等活用バンク利子補給金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、明日香村への定住等を促進するため、「明日香村空き家等活用バンク制度要

綱（平成２１年４月制定）」（以下「バンク制度要綱」という）第５条に規定する空き家等登録者

（以下「空き家等登録者」という。）またはバンク制度要綱第９条に規定する利用登録者のうち

売買または貸借の契約を行った者（以下「利用者」という。）が、金融機関等から融資を受けて

空き家の改修工事を行う際に、予算の範囲内において当該融資に係る全部または一部の利子補給

を行うにあたり必要な事項を定める。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところに

よる。 

（１）空き家とは、バンク制度要綱第２条第１号に規定する空き家のうち、同条第５号に規定す

る空き家バンクに登録された物件をいう。 

（２）改修工事 主要構造部（建築基準法第２条第１項第５号に定めるものをいう）、内装、電

気設備及び給排水衛生設備の改修で建築基準法等の関係法令に適合しているものをいう。 

（３）金融機関等 銀行、信用金庫及びこれらに類する金融機関並びに住宅金融支援機構等の公

的機関で村長が認めたものをいう。 

（利子補給の対象者） 

第３条 利子補給の対象者は、次の各号のいずれにも該当する者とする。 

（１）空き家等登録者または利用者で、住居として空き家を利用する者であること。 

（２）金融機関等から融資を受けて空き家の改修工事を行う者であること。 

（３）村税のほか、国民健康保険料、介護保険料、水道料金及び下水道使用料などの公共料金等

を滞納していない者であること。 

（利子補給の条件） 

第４条 利子補給の算出において、その対象とする額は、空き家の改修工事を行うために、金融機

関等と金銭消費貸借契約を締結した融資契約額のうち 1,000万円以内とする。 

２ 利子補給率は、２％以内とする。 

３ 利子補給期間は、５年以内とする。 

（利子補給額） 

第５条 利子補給は、前条第１項の利子補給対象額を元利均等償還で返済するものとして、前条第 

２項の利子補給率及び実際の償還期間により本村が算出した額（百円未満は切捨てとする。以下

「利子補給金」という。）とする。ただし、金融機関等からの借入利率が、前条第３項に定める

利子補給率を下回るときは、金融機関等からの借入利率により算出するものとし、実際の利子支

払額を上回らないものとする。 

２ 利子補給金額は、各年度において２０万円を限度とする。 

（利子補給金の交付申請） 

第６条 空き家の改修工事が完了したときは、速やかに明日香村空き家等活用バンク利子補給金交

付申請書（様式第１号）に、次の各号に掲げる書類を添えて村長に提出しなければない。 

（１）空き家の改修工事に係る領収書及び内訳書の写し 



（２）空き家の改修工事後の写真 

（２）金銭消費貸借契約書の写し 

（３）償還予定表の写し 

２ 村長は、前条に規定する申請があったときは、その内容を審査し利子補給することが適正と認

めたときは、申請者（以下「交付対象者」という。）に対して明日香村空き家等活用バンク利子

補給金交付決定通知書（様式第２号）により、当該申込者に通知するものとする。 

（利子補給金の交付請求等） 

第７条 前条第２項による通知を受けた交付対象者は、明日香村空き家等活用バンク利子補給金請

求書（様式第３号）に次の各号に掲げる書類を添えて村長に提出しなければならない。 

（１）金融機関等の発行する融資残高証明書 

（２）支払利息証明書 

（３）その他村長が必要と認める書類 

２ 前項に定める提出書類については、交付対象者は第４条第３項に定める利子補給期間内の毎年

度末に当該年度分を提出するものとし、当該融資金の第１回償還日の属する月から起算して最初

の３月３１日までの期間、または毎年４月１日から翌３月３１日迄の１２か月を経過する毎に、

次の各号に掲げる書類を添えて村長に提出しなければならない。この場合、毎年３月３１日現在

の融資残高証明書または毎年度１２ヶ月分の支払利息証明書でなければならない。 

３ 交付対象者は、利子補給期間が年度途中で完了したときも同様に、当該利子補給期間完了日の

属する月の末日における前項の書類を村長に提出しなければならない。 

（利子補給金の確定及び支払い等） 

第８条 村長は、前条に規定する請求があったときは、その内容について適正であると認めた場合

には、速やかに当該交付対象者が指定する口座に利子補給金を振り込むものとする。 

（繰上償還等の報告） 

第９条 交付対象者は、償還期間の途中において借入利率又は償還期間に変更があったときまたは

金融機関等からの借入金の一部又は全部を繰上償還等したときは、前条の規定による交付請求に

先立ち、速やかにその旨を村長に報告しなければならない。 

２ 村長は、前項の規定に基づく繰上償還等の報告を受けた場合には、その報告内容をもとに第７

条に基づき交付決定した金額を精査し変更することができる。 

（利子補給金交付決定取消し及び返還命令）  

第１０条 村長は、交付対象者が次の各号のいずれかに該当するときは、利子補給金の交付決定を

取消すことができる。  

（１） 虚偽の申請又は不正の行為により、利子補給金の交付決定を受けたとき。  

（２） 交付対象者の責に帰する事由により、金銭消費貸借契約を解除されたとき。  

（３） 交付決定の内容又はこの要綱に違反したとき。  

（４） その他村長が不適当と認めるとき。  

２ 村長は、前項の規定に基づき利子補給金の交付決定を取消したときは、交付対象者に対して、

明日香村空き家等活用バンク利子補給金返還命令書（様式第４号）により、利子補給金の返還を

命じることができる。 

３ 交付対象者は、前項の規定により返還を命じられたときは、直ちに当該利子補給金を返還しな

ければならない。  

（報告及び調査）  



第１１条 村長は、利子補給金の交付に関し必要があると認めるときは、交付対象者に対して報告

を求め又は調査することができる。  

（委任）  

第１２条 この要綱の施行について必要な事項は、村長が定める。 

 

附 則  

この要綱は、平成２１年６月１日から施行する。  

附 則  

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則  

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、令和２年１０月１日から施行する。 


